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みなさま、こんにちは。在住協通信のナ
ビゲーター、在住協子（ざいじゅうきょ
うこ）です。
普段中々会えない、全国各地の会員様同
士の名刺交換や、記念撮影など、終始和
やかな交流会でした。次回のご参加もお
待ちしております！

6月28日に約4年ぶりの対面で「一
般社団法人日本在来工法住宅協会
2023年度 会員集会・第13 定時社員
総会」を開催しました。
全国の会員様にご参加いただきやす
い集会を目指し、コロナ禍で学んだ
オンラインを併用した、初めてのハ
イブリット形式による集会で、全国
から総勢52名の方にご参加いただき
ました。

今月号の見出し

在 住 協 通 信
伝統の技術を未来へ。

アーカイブ配信決定

発行元：一般社団法人　日本在来工法住宅協会 2023年7月吉日発行

前半は会員集会と題し、技術の継承
と働き方改革をテーマとしたセミナ
ーや、今年度より創設した在住協の
表彰式「在住協アワード」を開催。
後半は、各地区の支部長にご参加い
ただき定時社員総会を執り行いまし
た。会員交流会は現地開催のみとな
りましたが、ご参加いただいた皆
様、お忙しい中、誠にありがとうご
ざいました。

協会の目的に則り、日頃より事業を
行い、貢献された会員様を、年に一
度、この会員集会にて表彰させて頂
く「在住協アワード」を創設いたし
ました。在住協通信8月号で理事長
賞・功労賞・特別賞の受賞者インタ
ビューをご紹介予定です。
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2023年度 会員集会・第13期 定時社員総会を開催

（2023年6月28日撮影）

「みなさまと乾杯！」
会員交流会潜入レポート

Zaijyu Kyoko's Pickup!Zaijyu Kyoko's Pickup!Zaijyu Kyoko's Pickup!
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在住協アワードとは

・在住協事務局便り
・新規会員様のご紹介

・在住協からのメッセージ
・会員集会、総会開催報告

・セミナーレポート

・お知らせ

「確かな在来工法を未来へも技術継承していき、安全、安心、良質かつ強固な
住宅を普及していく上での先駆的な役割を積極的に進めていくことにより、国民
の生命、健康及び財産の保護を図り、もって公共の福祉の増進に資すること」

協会の目的とは（定款第３条より） 受賞者と玉木理事長

東海大学企業PR参加募集
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セミナーレポート

在住協事務局便り 梅村事務局長のつぶやき

一般社団法人 日本在来工法住宅協会
〒108-0074
東京都港区高輪2丁目14番18号 グレイス高輪207
TEL：03-6408-0285　FAX：03-6408-0286
e-mail：zairai@jtha.jp　HP：https://jtha.jp/ ( 2 / 2 )

発行元
Japan Traditional Wooden Home Association

2023年7月吉日発行

フェイスブックでも配信中
お友達追加をお願いします！

４年ぶりのイベントで、皆さんには喜んで頂けたことと
思います。手作り感満載で行き届かない部分も多々あっ
たかと思いますが、そこは“在住協らしさ”ということで
お許し下さい。私自身初めての司会でとても緊張しまし
たが、どうにか大役を果たすことが出来ました。これか
らも、「知る、つながる。」をテーマに色々と企画して
参ります。乞うご期待！

お知らせ

2,773

・ＫＦケミカル安全協力会様 
　（５件／リフォーム 大阪府、沖縄県
　　愛知県、千葉県）
・奈良安全協力会様（２件／奈良県）

We are members!We are members!We are members!

在住協会員数

6月

会員数

-12-23

在住協では、会員企業様をはじめとし
た 住 宅 建 築 業 界 へ の 就 業 促 進 を 目 指
し、業界PRを目的とした若年者企画を
毎年実施しております。

在住協からのメッセージ

「建設技能者のこれまでと現在、そして未来へ」

ものつくり大学 技能工芸学部 
建設学科 教授 三原 斉 氏

櫻井 好美 氏
社会保険労務士法人アスミル 代表
特定社会保険労務士

「建設業の働き方改革」

4年ぶりに皆様のお顔を拝見でき、大変嬉し
く思います。コロナ渦では、多くの業種でそ
の影響を受けましたが、住宅業界でも住まい
方の見直しなど、大きな変化がありました。
皆様も大変なご苦労をされた事と思います。
在住協も限られた活動を余儀なくされました
が、今後は少しずつ皆さんにお集まり頂く機
会を設けて参りたいと考えておりますので、
どうぞよろしくお願いいたします。

玉木理事長挨拶より

竹下副理事長挨拶より

・法律を守ることが会社を守ることになる
　と理解した
・残業時間について、意外と知らなかった
　ことに気づけた
・取り組むポイントが明確になった

技術セミナー

皆さまのおかげで、年々会員数が増加してお
ります。誠にありがとうございます。
在住協の目的は、在来工法の技術の伝承、技
術者の育成に尽きます。30年、50年、100年
と、お客様に喜ばれる木造建築の提供を共に
目指し、技術者を育成し、木材を育む大切な
森林と自然環境を守るため、皆さまのご助力
とご尽力と共に歩んで参りたいと思います。

好評につきアーカイブ配信決定！

経営セミナー

・技術の継承について深く考えるきっかけ
　になった
・技能士の裾野拡大につながるお話だった
・メダリストを育ててみたいと感じた

初司会に汗かく梅村

受講者の声

第14期（2023年度）

受講者の声

（抜粋）

（抜粋）

理事長：玉木 康裕

副理事長：竹下 俊一

新規入会の皆様新規入会の皆様
末永くよろしくお願い致します末永くよろしくお願い致します

新規会員様のご紹介

期首対比前月対比

【参加企業】
・ 株式会社マツモト
・ 吉野石膏株式会社
・ 在住ビジネス株式会社

11月には、東海大学でもオンライン特
別講義による住宅建設業界と企業の紹
介を予定しています。
企業PRご希望の会員様は、在住協事
務局（担当：花岡）まで、まずはご連
絡下さい。担当教授と調整の上、実施
企業を決定させて頂きます。

7月は日本大学 森林学科の学生へ特別
講 義 を 実 施 し ま す 。 大 学 か ら の 要 望
で、オンデマンド授業用の動画を下記
の3社にご協力いただき作成しました。

【応募条件】
   PR動画を自社で準備できること

ご協力をありがとうございました。

東海大学での企業PR参加募集！

（8月予定）

カラーで読みやすいメール講読へ変更されませんか？貴社名・ご担当者
様名・メールアドレス明記の上、zairai@jtha.jp までご連絡ください。
配信停止をご希望の場合は、会社名及びFAX番号、「通信配信停止希望」
とご記入の上、FAXでご連絡下さい。ご連絡のタイミングにより次月も届
く場合がございます。予めご了承下さい。

1.

2.

FAX講読ご利用中のみなさまへ


